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(B)ス ギ ザ イ ノ タ マ パ エ に 関 す る 研 究

汰 木 達 郎の中 島 誠 ぴ荒 上和 利

1ス ギ ザ イ ノタマバエ の 生 態 に つ い て

場鎌、調査方法は前隼度に同じ。

前年度の報告書に琴縁 続選調査結果 を下表に示すoこ の表か ら、幼虫(赤)の 減少とサナ革の

増加、サナ頭の滅少と成虫の増加、また、成虫の減少と幼虫(白)の 増加の如 く各々密接な関

係があるように思える。なお、結果の詳細については、 臼林九支講集篤22号 に発表 している。

各 個 体数 は樹 皮(1e×10cnz)10枚 の合 計 数



成 虫 数 は ハ エ ト リ リ ボ ン(4×70cnt)

10木 の 合 計



2ス ギ ザ イ ノタマバエ の 防 除 に つ い て

目 的

こ の調 査 は 薬 剤 散 隷 よる『ス新 イ ノタマバエ の 防 除 法 の り と して 、r-BHCの 散 布

効 果 お よび 散 布 好適 期 の 決定 を 目的 と し て 行な った もの で あ る。

場 所

19林 班 知 よび55林 班 の2地 区

試 験 地 設 定

この2地 区 に各 々1uraを1プza■Yト と して3プ ロ ッ トを(計6プ ロ ジ ト)BHC散 布区

とす る 。 対 照区 とし て、 同 じ く16翫 の プnッ トを2麹 区 に{プ ロ ッ トず つ 設 置す る。

BHC散 布 区、 対 照 区 に は、 そ れ ぞXtxラ ン ダ ムに10本 ず つ 調査 木 を 選定 した 。 唆 た 、

1概 休班 隣 接 の 間 伐林 に もiG本O調 査 木 を定 め た 。

散 布 方法

γ輔BHC5e/o粉 剤 を プ ロ ヅ ト当 り5K撃 を 動 力 散 粉 機 で 散 布。

散 布時 期

筑1回6角5日(成 虫 発生 初 期)

第 叢 藏7filgH(成 虫 の 多い 時 期)

第H回9只10日(成 虫 の多い 時 期)

但 し、 この δ回 の 敷 布区 はい ず れ 匙異 な る。

調 査 方 法

ハ エ 墾 婁瑚 ボ ンに よる成 虫捕 捉

樹 皮 剰 離 に よる幼 虫、 サ ナPt"の生 息 数 調 査 、(1)と 同 じ 方法 。

結 果

γ一BHC散 布 に よ り成 虫 はか な9防 除 され るが 樹 皮 内 の幼 虫 、 サ ナ ギ等 には 、 あ ま り効

果 が み られ ない 。 しか し、 劾 虫 、 サ ナ 藁は間伐 に よ 夢生 息 密 度 が 減 少 した結 果が み られ 脅 。

な 診詳 細 につ い て は 、 日林 九 支 講 集 第22号 に 発 裏 して い る。
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